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⾦沢⼤学カーボンニュートラルに向けた

取組計画 2022

〜 Kanazawa E4-CAMPUS for Carbon Neutrality 〜

2022 年 3 ⽉策定

【概要版・リーフレット】

本学の取組計画は 2015 年に国連サミットで採択された

「持続可能な開発⽬標（SDGs）」の達成に資する取組を

推進します。

「⾦沢⼤学カーボンニュートラルに向けた取組計画2022」の本編は

本学WEBサイトで公開しています。

URL:https://www.kanazawa-u.ac.jp/society/carbonneutrality/

〜 Kanazawa E4-CAMPUS for Carbon Neutrality 〜
（カーボンニュートラルの実現に向けた⾦沢⼤学の使命と志）
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（要検討）

学⻑・役員会

 本学では、2050 年カーボンニュートラル実現に向

け、 「地球温暖化対策計画」に基づき、次のとおり、

削減⽬標及び達成時期を定め、取組を推進する。

 温室効果ガス削減⽬標

中期⽬標

 2030 年までに 2013 年⽐

 51％以上の削減を⽬指します

 
⻑期⽬標

 2050 年カーボンニュートラル
 の実現を⽬指します
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カーボン
ニュートラル

省エネルギー、創エネルギー、再⽣可能エネルギーの

利⽤、森林環境の維持等の取組により、キャンパスの

カーボンニュートラルの実現を⽬指す

RresearchCampus

カーボンニュートラルの実現に向けた技術課題の解決

を⽬指し研究・開発を推進すると共に、本学の「総合

知」をもって課題解決に資するイノベーションを創出

しうる基礎研究、⽂理融合の深化を追及する

地球環境問題に関する教育を通して、地域と世界の脱

炭素社会実現に貢献できる⼈材を育成し、カーボンニ

ュートラルを含めた持続可能な社会の実現を⽬指す

本学の研究成果を⾃治体等への政策提⾔や⺠間企業等

との連携により社会実装を推進し、カーボンニュート

ラルを含めた持続可能な社会の実現を⽬指す

Education Social Contribution

 具体的な４つの取組⽅針

⾦沢⼤学カーボンニュートラルに向けた取組計画 2022
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 本学が社会に果たすべき役割は、カーボンニュートラルに資する研究・開発を産学官連携で推進し、地球環境問

題に関する教育の⼀層の充実を図るほか、キャンパスの施設における削減への取組を推進するものである。

 これらにより、中期⽬標（2030 年までに 2013 年⽐ 51 ％以上の削減）及び⻑期⽬標 （2050 年カーボンニュート

ラルの実現）を達成する。

CNに資する研究・開発

社会共創

CN に資する教育

省エネルギー

創エネルギー

建物の ZEB 化

森林吸収量確保

運⽤⾯での取組

実験機器の更新

の利⽤

研究・開発・

社会共創の取組

教育の取組

キャンパスの

カーボンニュートラル

に向けた取組

社会実装を⾒据えた研究・開発

地域社会、⾃治体と連携した具体的な取組の推進・産学官連携の推進 

計画的な設備更新

再⽣可能エネルギー設備の設置

新築時 Nearly ZEB、改修時 ZEB Ready の達成

再⽣可能エネルギー由来電⼒の調達

計画的な維持保全

⽇常的な節電、BEMS の導⼊等

計画的な機器更新

地球環境問題に関する教育の充実

2013年 2020年 2030年 2040年 2050年項 ⽬ 取組内容

 本学では、省エネルギー対策、創エネルギー対策、再

⽣可能エネルギーの利⽤、森林環境の維持保全及び研究

成果の実証活⽤等を同時並⾏的に取組み、キャンパスの

施設のカーボンニュートラル実現を⽬指す。

■創エネルギー

 再⽣可能エネルギー発電設備の整備、再⽣可能エネル

ギー 100 ％電⼒の活⽤、研究成果の実証活⽤等の創エネ

ルギーの取組を実施する。

 なお、2050年までに5,000kW規模を整備する⽬標としている。

 
■カーボンオフセット

 本学特有の森林環境の維持保全、整備により、温室効

果ガス吸収効果を促進する。

■省エネルギー

 既存設備を⾼効率機器へ更

新、建物のZEB化、ESCO事

業、⽇常的な省エネルギー等

によるエネルギー削減の取組

を実施する。

 なお、2050年までに約29

万㎡を改修（ZEB Ready）

する⽬標としている。
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ZEB

（新築）

ZEB

Ready

（改修）

省エネ

創エネ

50％ 50％

25％

■既存設備の更新

空調設備の EHP 化、照明設備の LED 化

ESCO 事業の実施、⾼効率な実験機器への更新 等

■⽇常的な取組の徹底

照明のこまめな⼊切、空調の適温調整

換気の全熱交換活⽤、外気冷房の活⽤等

■省エネルギー技術の積極的な活⽤

地中熱利⽤、CO
2

濃度制御、BEMS の活⽤ 等

■再⽣可能エネルギーの整備

太陽光発電設備の整備

⾵⼒・⽔⼒・バイオマス発電設備の整備 等

■BCP 対策を含めた発電設備の整備

重油から⽔素へのエネルギー転換 等

■森林の整備

キャンパスの⾥⼭を適切に整備、森林吸収量を最⼤限活⽤

間伐材を⽤いたCO
2
を固定化する⽊材の積極的な利⽤ 等

■環境教育の場としての⾥⼭の利⽤

学⽣教職員、地域社会の環境教育の場として積極的な活⽤

■新技術の社会実装に向けた取組

⽔素エネルギー、振動エネルギー、有機薄膜太陽電池

バイオマス燃料、直流給電システム

デジタル技術・AI・ビッグデータの活⽤

⼆酸化炭素転換、⼈間の⾏動変容の促進 等

■エネルギー構成の最適化

ガス、重油から電気へのエネルギー転換

■再⽣可能エネルギー 100％電⼒の調達 等

■ZEB の整備

新築：Nearly ZEB の達成 改修：ZEB Ready の達成

省エネルギー
の取組

創エネルギー
の取組

クリーン
エネルギー
の取組

ZEB

森林整備
の取組

新技術の
積極的な
利活⽤

 本学は、カーボンニュートラルを含めた持続可能な

社会の実現のため、「地球環境問題に関する教育を通し

て、地域と世界の脱炭素社会実現に貢献できる⼈材の

育成」をカーボンニュートラルに資する教育の基本的

⽅針とし、地球環境問題や SDGs に関する授業科⽬の

拡充を推進するとともに、地球環境問題に関する啓発

活動を積極的に実施する。

 また、カーボンニュートラル教育に関する取組を広

く学⽣に周知し、分野横断的な総合知を持った⼈材の

育成に努めるとともに、課外活動等における学⽣が主

体的に取り組む活動を⽀援する。

カーボンニュートラルを含めた持続可能な社会の

実現のため、「地球環境問題に関する教育を通し

て、地域と世界の脱炭素社会実現に貢献できる⼈

材を育成」

■地球環境関連授業科⽬の推進

■分野横断的教育の推進

■啓発活動の推進

取組事例

授業の様⼦ KuLOs（クロス）による

学内イベントの様⼦

ボランティアさぽーとステーション

による避難所運営ゲームの様⼦

⾓間の⾥⼭下草刈りの様⼦

基本⽅針

⼈材育成の

ための取組

育成する

⼈物像

 「世界卓越型」⼤学を⽬指す本学は、世界のカーボン

ニュートラル実現に向けて、当該技術課題の解決を⽬

指し、研究・開発を推進する。また、産学官ならびに

国際連携等を通じて、最新の社会及び技術の動向を常

に分析し、既存のテーマ設定のみに縛られることなく、

本学の持つ強みを活かし、「総合知」をもって課題解決

に資するイノベーションを創出しうる基礎研究、⽂理

融合の深化を追求する。

 さらに、本学の研究成果の社会還元を促進するため

に、産学官⾦ならびに⾃治体と連携し、総合知に基づ

く⽅策の提⾔、オープンイノベーションの推進、スタ

ートア ップ起業の⽀援などを通じて、カーボンニュー

トラルに資する社会共創を担う。

市⺠・投資家

⾦沢⼤学

研究開発・
グリーンイノベーションの推進
  
 再エネ発電、CO

2
回収・資源化

 バイオマス利⽤、デジタル基盤整備など

 
総合知によるアプローチ

  社会的課題の分析と解決策の提⽰

企業・研究機関等

オープンイノベーションの推進

 
カーボンニュートラルに資する
サーキュラーエコノミーの構築

カーボン
ニュートラル
社会の共創

⾃治体等、

ステークホルダ

 産業振興

 
社会課題の緩和、
制度設計 など

社会実装

地域、⽇本そして

世界に展開

写真提供：⾦沢市 写真提供：⾦沢市 農業の IT 化 ギ酸・⽔素⽣成による蓄電

研究事例

（「地域と社会とともにある⼤学」として発電と情報技術の融合、そして能登⾥⼭⾥海の特⾊を⽣かしたエネルギー研究拠点の形成）




